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第1980回　　例　　会　　（7月13日）

2006～07 国際ロータリーのテーマ
「率先しよう」

会長：小池利昌 ／ 幹事：古沢勇治

委員長：飯田芳幸／副委員長：鈴木貴大
委　員：福島伸悦、諸貫健一、岡田則之
　　　　大野年司

クラブ会報委員会 

例会日：木曜日
　　　　午後12時30分開会
会　場：アドバンテスト
　　　　　　　行田クラブハウス

　こんにちは。今年度２回目の例会でありますので、
地区活動方針の中のロータリー財団、ロータリー米
山記念奨学金について触れてみたいと思います。
　この事は、今期の2570地区の活動方針という事で
鈴木ガバナーが強く資金支援を行いたいとの事であ
ります。どんな援助しているか申し上げて見たいと
思います。

　始めにロータリー財団でございますが、
１、ロータリー財団国際親善奨学金制度であります。
　　これは、民間の留学プログラムとしては、世界
　　最大のものであり、ロータリークラブの存在す
　　る他国で勉学又は、研修を受ける為に奨学金を
　　与えるもの。

２、国際問題研究の為のロータリーセンターを設立
　　する。
　　平和及び紛争解決における国際問題研究をする
　　ロータリーセンターの設立（現在、世界各国に
　　７ヶ所設立）。

３、世界中の子供達にポリオに対する予防接種の実
　　施。
　　１９８８年以降、99%低下し世界でこの伝染病
　　の撲滅は目前です。
　　　　　　　　　　　　　　　　（次頁へつづく）
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第1980回例会　式次

行田さくらＲＣ　会長・幹事様



　皆様、今日は！　長谷川ガバナー補佐、本日は行
田ロータリークラブにようこそいらっしゃいました。
また、さくらロータリークラブの川辺会長、橋本幹
事様、一昨日は大変お世話になりました。本日もよ
ろしくお願い致します。

　幹事報告を申し上げます。

◆次回７月２０日は、鈴木勲二ガバナーの公式訪問
　例会です。役のある方も役の無い方も全員出席で
　お願い致します。

◆一昨日７月１１日（火）、行田さくらロータリー
　クラブさんへ、小池会長と表敬訪問に行ってまい
　りました。温かく迎えていただきありがとうござ
　いました。

◆本年度のクラブ事業である「行田ロータリー文庫」
　への寄贈図書が４２５冊納入しました。渡辺会員
　ご苦労様です。

◆例会場の変更があります。ガバナー公式訪問の次
　の７月２７日の例会場が、クラブハウスから産業
　文化会館に変わります。お間違えのないように、
　お願い致します。

◆平成１８年度青少年交換プログラム「派遣生募集」
　の資料がきました。ロータリー事務所にあります。
　よろしくお願いします。ガバナー補佐　長谷川信治 様

古沢勇治 幹事
　まだ色々な資金援助がありますが、大きな援助は
以上です。
　又、米山記念奨学金は、全国のロータリアンの寄
付金を財源に日本の大学、大学院で学ぶ外国人留学
生に対して奨学金を支給しています。
　国際親善と交流を深める為優秀な留学生を支援し
世界平和の維持に貢献する事を目的としています。
　国内全クラブの共同事業として、世界１０４ヶ国
から１２７００名余りの外国人留学生を支援して、
今日では、日本最大の民間奨学団体となっておりま
す。
　このように寄付をしていただく事により、世界の
困っている人達が救われるのです。会社で言えば、
各委員会は総務部門であり、財団、米山は営業部門
であります。両輪がうまくかみ合いませんと会社は
成り立ちません。内部委員会だけを考えるのではな
く、財団、米山を宜しくお願い致します。
　このような中で当クラブとしては、昨年の実績と
同じく、財団１０００ドル寄付６名、米山１０万円
寄付８名を目標に募集致しますので、お声をかけら
れた方は喜んでご寄付をよろしくお願い致します。
　又、今年度の事業計画書の４０ページに、財団米
山に今まで何回ご寄付して頂いたか分かりやすく出
ておりますので、お目を通して下さい。
　又、飯田会員のように内山年度より毎年ご寄付を
して頂く方も、ポールハリスソサエティと言います。
私もまだ財団一度だけの寄付と言う事ですので、今
期より寄付を続けられればと思っております。

(ア) ４つのテストの歌がある。(歌を披露、拍手喝采)
(イ) 海の日について
　　　このところ、日付を固定せず、曜日で祭日が
　　　変更されるが、記念日の由来を考えた場合、
　　　安易に日付を変えるべきではない。
(ウ) 小学生に奉仕の精神を説く
　　　人に自然に対する慈しみから、奉仕の精神は
　　　生まれる。

幹事報告


